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コメント 

本研究は、原⼦核から中性⼦星までの多様な系を QCD（量
⼦⾊⼒学）という第⼀原理に基づいて理解しようとするもので
あり、三体⼒などの、実験や観測ではすぐには得られない情報
が得られるところに本研究の特徴がある。 

中性⼦星の状態⽅程式へと結びつけるにはいくつかの乗り越
えるべきステップが予想されるものの、中性⼦星連星の合体現
象からの重⼒波観測から得られる観測的知⾒と連携すること
で、⾼密度核物質研究の推進に⼤きく寄与することが期待でき
る。また、これまでに応募者らが開発してきた独⾃の計算⼿法
によって、当該分野において世界をリードする着実な成果が期
待できる。 

  

  


